
　

日
頃
は
、
陵
水
会
活
動
に
対
し
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も

名
古
屋
支
部
総
会
の
ご
案
内
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
我
々
の
母
校
滋
賀
大
学
が

平
成　

年
度
か
ら
国
立
大
学
法
人
化

１６

し
て
５
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
第
１
期
国
立
大
学

中
期
評
価
委
員
会
か
ら
中
期
計
画

（
Ｈ　

〜　

年
）
の
事
実
上
の
最
終

１６

２１

評
価
と
し
て　

年
度
評
価
を
受
け
、

２０

全
体
の
評
価
と
し
て
は
概
ね
良
好
で

あ
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
４
月
７
日
�
経
済
学
部
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
年
の

受
験
者
は
３
０
３
１
名
（
定
員
４
４

０
名
）
と　

年
度
の
２
０
９
７
人
を

２０

上
回
り
、
大
学
が
取
り
組
ん
で
き
た

経
営
努
力
が
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
進
む
少
子

化
に
よ
り
大
学
の
淘
汰
が
始
ま
る
こ

と
は
確
実
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

陵
水
会
は
卒
業
生
の
懇
親
を
深
め
る

だ
け
で
な
く
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部

を
よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
た
め

に
「
陵
水
協
力
講
義
」
の
開
講
や
、

在
学
生
と
の
「
懇
談
会
」
な
ど
本
学

学
生
の
教
育
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
財
団
法
人　

陵
水
学
術
後
援

会
」
な
ど
を
通
じ
て
学
術
研
究
並
び

に
学
習
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年　

月
名
古
屋
支
部
は
私
と
大　

１０

１５

回
杉
本
佳
彦
さ
ん
の
２
人
で
、
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
を
講
義
す
る

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」
を
担
当
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
宝
彦
根
城
築
城
４
０
０

年
祭
協
賛
事
業
と
し
て
※
「
士
魂
商

才
館
」
で
使
用
さ
れ
た
展
示
パ
ネ
ル

資
料
が
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
、
陵

水
会
費
納
入
の
お
礼
と
し
て
本
部
か

ら
３
月　

日
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

２７

経
済
学
部
の
歴
史
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
確
認
で
き
る
貴
重
な
資
料
で

す
の
で
是
非
ご
一
読
下
さ
い
。

　

今
後
と
も
陵
水
会
は
滋
賀
大
学
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
名
古
屋
支
部
の

皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
本
年
当
番
幹
事
の
皆

さ
ん
が
新
し
い
企
画
で
準
備
し
て
お

り
ま
す
、
名
古
屋
支
部
総
会
に
是
非

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
※
裏
面
参
照

名　古　屋　陵　水 ２００９年５月１日　第３０号（１）
 
森
夲
支
部
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　

森
夲　

正（
大　

）
１３

平
成
平
成
２1
年
支
部
総
会

年
支
部
総
会
を 

　
　
　
　

　
　
　
　成
功
さ

成
功
さ
せ
よ
う 

平
成
平
成
２1
年
支
部
総
会

年
支
部
総
会
を 

　
　
　
　

　
　
　
　成
功
さ

成
功
さ
せ
よ
う 

平
成
２1
年
支
部
総
会
を 

　
　
　
　成
功
さ
せ
よ
う 

o
o
o
o
o

o
o
o
o
o ！ ！ ！ 

※
年
会
費（
5
、0
0
0
円
）に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。（
同
封
振
込
用
紙
に
て
）

○
講
演　
「
日
本
を
変
え
る
�
名
古
屋
脳
�
と
は
？
」

　

講
師　

岩
中　

祥
史　

氏
（
い
わ
な
か　

よ
し
ふ
み
）

都
市
・
県
民
性
評
論
に
定
評
の
あ
る
自
称
名
古
屋
評
論
家
、

尾
張
人
・
三
河
人
・
近
江
人
の
違
い
が
わ
か
る
。

編
集
企
画
会
社
�
エ
デ
ィ
ト
ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役

主
な
著
書
「
名
古
屋
の
謎
だ
ぎ
ゃ
あ
」
「
名
古
屋
の
品
格
」

　
　
　
　

「
出
身
県
で
わ
か
る
人
の
性
格
」
な
ど
多
数

○
懇
親
会

着
席
ス
タ
イ
ル
で
す
の
で
、
同
期
・
ク
ラ
ブ
・
ゼ
ミ
仲
間
と
ゆ
っ
く

り
寛
い
で
い
た
だ
け
ま
す
。
お
な
じ
み
の
陵
水
名
古
屋
男
声
合
唱
団

に
よ
る
合
唱
、
滋
賀
大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
に
よ
る
演
奏
を
楽
し
み
な

が
ら
、
旧
交
を
温
め
た
り
、
新
し
い
出
会
い
が
期
待
で
き
ま
す
。

○
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

今
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方
も
、
ご
無
沙
汰
の
方
も
、
名
古
屋

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
、
旧
友
と
と
も
に
青
春
カ
ム
バ
ッ
ク
に
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

6
月
最
後
の
週
末
は
陵
水
会
名
古
屋
支
部
総
会
に
て

　
　
　
　

「
あ
な
た
も
名
古
屋
も
元
気
に
な
ろ
み
ゃ
あ
」 B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

B

BBBBBBBB

BBBBBBBB
B

B
B

B
B

B
B

B
B

B
B

B
B

B
B

B
B平

成
２１
年
度 

支
部
総
会
の
案
内

支
部
総
会
の
案
内 

支
部
総
会
の
案
内

支
部
総
会
の
案
内 

支
部
総
会
の
案
内 

代
表
幹
事 

今
井
田
昭
三
（
大
２２
） 

6
月
２７
日
（
土
曜
日
）
午
後
4
時
か
ら 

場
所
　
名
古
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
名
鉄
メ
ン
ズ
１１
階
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同
期
の
森
夲
君
が
当
支
部
の
支
部

長
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
集
ま
ろ
う

と
い
う
気
運
が
生
じ
て
き
た
の
で
、

名
古
屋
近
在
者　

名
に
久
し
ぶ
り
に

２８

声
を
か
け
た
ら
、
集
ま
る
わ
、
集
ま

る
わ
！
写
真
の
ご
と
く　

名
も
集

２２

ま
っ
て
く
れ
ま
し
て
、
幹
事
と
し
て

面
目
躍
如
、
参
加
者
全
員
も
大
喜
び

と
大
盛
況
の
新
年
会
に

な
り
ま
し
た
。

日
付
・
１
月　

日
。

２１

場
所
・
い
つ
も
「
陵
水

　
　
　

亭
」
を
開
催
し

　
　
　

て
い
る
栄
『
唐

　
　
　

観
月
』。

会
費
・
五
千
円
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

り
、
初
め
て
会
っ
た
り

で
「
俺
、
か
な
り
の
人

が
わ
か
ら
ん
」
と
い
う

声
が
多
く
、
一
人
一
人

が
短
い
自
己
紹
介
を
や

り
ま
し
た
。
紹
介
さ
れ

る
と
「
な
あ
ー
ん
だ
、
お
前
か
！
」

と
い
う
場
面
も
あ
っ
て
、
お
互
い
青

年
像
と
は
ま
る
で
ち
が
っ
た
姿
態

（
？
）
に
苦
笑
し
合
っ
て
は
ま
た
笑

い
。
あ
ら
た
め
て
同
窓
会
は
い
い
も

ん
だ
と
実
感
し
あ
い
ま
し
た
。

　

好
評
に
つ
き
、
来
年
の
１
月　

日
２０

も
皆
が
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ゴ
ル
フ
会
も
発
案
さ
れ
て
、
老
後
の

楽
し
み
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

　

飲
み
別
れ
な
ほ
友
恋
し
新
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
倉
坪　

記
）

出
席
者
は
次
の
通
り（　

音
順
・
敬
略
）

５０
・
磯
貝
嘉
男

・
大
竹
雅
司

・
大
橋
輝
彦

・
尾
形
栄
一

・
小
木
曽
靖

・
尾
畑
英
雄

・
角
井
正
澄

・
加
藤
嘉
隆

・
川
村
憲
一

・
倉
坪
和
久

・
酒
井
盛
雄

・
佐
橋　

孝

・
嶋
津
導
彦

・
新
沢
高
明

・
鈴
木
慎
吾

丹
下
義
友
・
福
田
勇
夫
・
村
田
紘
一

森
夲　

正
・
山
田
建
造
・
吉
田
武
久

吉
野
祐
次
郎

　

今
回
新
し
く
ご
紹
介
す
る
の
は
、

『
ク
ラ
ブ
・
同
期
会
』
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
ま
だ
少
な
い
掲
載
量
で

す
が
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
様
子
を

ご
紹
介
す
る
こ
と
で
、
卒
業
後
も
生

き
生
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
て
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
話
題
を
ご
覧
い
た

だ
け
る
『
彦
根
だ
よ
り
』
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
大
学
の
情
報
を
取
り
上
げ
た

『
横
浜
に
新
戦
力
』『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送

さ
れ
ま
す
』『
陵
水
協
力
講
義
』『
朝

日
・
大
学
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
』『
彦
根
の
ま
ち
と
滋
賀
大
学
』

な
ど
や
、
彦
根
の
話
題
と
し
て
『
第

４
回
彦
根
城
下
町
検
定
試
験
』『「
埋

木
舎
」
の
今
昔
』
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。
実
は
、
３
月
下
旬
頃
に
お
手
元

へ
届
い
た
「
士
魂
商
才
館
」
と
い
う

小
冊
子
は
、
こ
の
よ
う
な
話
題
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
陵
水
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
実
感

で
き
る
労
作
が
生
ま
れ
た
経
緯
に
、

私
た
ち
も
お
役
に
立
て
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
名
古
屋
支
部
総
会
や
陵

水
協
力
講
義
（
名
古
屋
支
部
か
ら
の

講
師
）
の
情
報
も
、
で
き
る
限
り
掲

載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
是
非
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
加
え
て
、
併
設
し
て
い

る
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
Ｍ
Ｌ
）
で

は
、
こ
れ
ら
の
随
時
更
新
さ
れ
る
情

報
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
２
０
０

９
年
３
月　

日
時
点
の
Ｍ
Ｌ
参
加
者

１８

は
１
６
０
名
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
お

申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

資　

格　

陵
水
会
員
な
ら
合
唱
経
験

　
　
　
　

は
問
い
ま
せ
ん
。

練　

習　

月
２
回　

土
曜
日　

東
桜

　
　
　
　

会
館
（
名
古
屋
地
下
鉄
桜

　
　
　
　

通
線
「
高
丘
」
駅
下
車
）

団　

費　

１
５
、
０
０
０
円
（
半
年
）

連
絡
先　

角
井
正
澄
（
大　

回
）

１３

電　

話　

〇
五
八
七
‐
二
四
‐
二
一
四
八

　

平
成　

年
度
の
国
宝
・
彦
根
城
築

１９

城
４
０
０
年
祭
・
滋
賀
大
学
協
賛
事

業
と
し
て
、「
滋
賀
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

パ
ビ
リ
オ
ン　

士
魂
商
才
館
」
を
開

催
し
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
の
歴
史

を
資
料
と
し
て
ま
と
め
て
講
堂
で
展

示
公
開
し
た
も
の
を
、
２
０
０
９
年

２
月　

日
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

２４

名 古 屋 陵 水２００９年５月１日　第３０号 （２）

〈
時　

間
〉　

原
則
と
し
て
毎
月
第
３
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜

３０

〈
場　

所
〉　

錦「
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
」　

階
１０

　
　
　
　
　
『
唐
観
月
』

〈
会　

費
〉　

５
、０
０
０
円

〈
日　

程
〉 
５
月　

日（
金
）、６
月　

日（
金
）

１５

１９

　

◇
陵
水
亭　

開
催
日
の
変
更

　

よ
り
多
く
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、７
月
よ
り
第
２
金
曜
日
に
開
催
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
 
７
月　

日（
金
）、８
月　

日（
金
）

１０

１４

　
　
　
　
 
９
月　

日（
金
）、　

月
９
日（
金
）

１１

１０

�
�
�
�
�
�
�	
	

【
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
】

皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当　

吉
田　

稔
（
大　

）
１５

�
�
０
５
２
‐
７
５
１
‐
２
０
１
０

E

‐ mail
m

‐ yoshida52@
yahoo.co.jp

森
夲
支
部
長
　
応
援
す
る 

大
１３
回
卒
回
卒
　

新
年
会
賑
や
か

新
年
会
賑
や
か 

！
 
！
 

大
１３
回
卒
回
卒
　

新
年
会
賑
や
か

新
年
会
賑
や
か 

！
 
！
 

大
１３
回
卒
　

新
年
会
賑
や
か 

！！

　
「
陵
水
会
名
古
屋
支
部
」
で
は
、
平

成
９
年
か
ら
月
に
一
度
の
「
交
友
サ

ロ
ン
」
を
開
催
し
続
け
て
い
ま
す
。

亭
主　

今
井
田
昭
三（
大　

）
２２

陵水会名古屋支部 
ホームページ情報コーナー 

http://nagoya.ryosui.jp
名古屋支部ホームページ 

http://hikone.ryosui.jp
『彦根だより』 
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陵
水
男
声
合
唱
団　

団
員
募
集
中
！


